
指定管理施設（　サンホーム滝呂　）事業評価表
滝呂老人福祉センター事業分

H24
年度

H25
年度

パソコン教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

ワード応用 10 24
4～9月
毎週水曜日 24 226 24 344

エクセル応用 10 24
10～3月
毎週水曜日 24 227 24 382

48 － － － － 48 453 48 726

趣味教養の教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

マクラメ教室 15 24 第1・3火曜日 24 311 24 288

24 － － － － 24 311 24 288

趣味教養の教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

ペン習字教室 15 24 第2・4水曜日 24 279 24 304

24 － － － － 24 279 24 304

趣味教養の教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

歌声教室 35 12 第2火曜日 11 316 12 345

12 － － － － 11 316 12 345

趣味教養の教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

セラリーナ教室 15 24 第2・4火曜日 22 156 24 214

24 － － － － 22 156 24 214

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況

5 4

手芸をやりたい方々に人気で、各人のレベル
に合わせた指導を行っていただけることもあ
り、参加者も楽しんで受講されている。季節の
飾り物を作ったり、受講生の希望を取り入れた
題材など、講師も工夫してくださり、1年を通し
て楽しまれている。
『マクラメ』を知らない方も多く、『難しそう』と敬
遠されがちだが、一度受講されれば継続利用
となり、安定した人気を保っている。

平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

4 5

25年度から半年コースとし、応用コースを行っ
たが、定員以上の受講生が集まり、人気と
なった。半年コースにすることで、わかりづら
い所もじっくりと学ぶことができ、満足いただけ
た。長年教室を続けてみえる方が多く、新規
受講生や初級者が参加しづらい状況が出てき
た為、26年度は再度初級コースを開催する。

いきがいづくりとして就業
や生活に役立つ技術を
身につけてゆく。

小計

趣味や教養の向上を目
的とするとともに、楽しく
充実した生活が送れるよ
う、仲間作りの場を提供
する。

小計

5 5

開始して二年目を迎え、特に口コミで人数が
増え、定員いっぱいとなっている。丁寧に、ま
た、個人の希望に合わせて、鉛筆、ボールペ
ン、筆ペンなど個別に教えてくれる、と喜ばれ
ている。

趣味や教養の向上を目
的とするとともに、楽しく
充実した生活が送れるよ
う、仲間作りの場を提供
する。

小計

5 5

歌声教室は、工夫が多い音楽療法士の講師
ということもあり、どなたも無理せず楽しんで受
講いただけている。口コミで受講人数も増加し
ている。年一回の燦燦まつりでの発表が励み
となり、意欲へとつながっている。

趣味や教養の向上を目
的とするとともに、楽しく
充実した生活が送れるよ
う、仲間作りの場を提供
する。

小計

5 5

セラリーナ教室受講生からは、『吹くことで腹
筋もつき、ストレス解消にもなる』と喜びの声を
いただいている。また、滝呂発祥の楽器、とい
うことで、イベント時発表やデイサービスへの
慰問活動も精力的に行い、やりがいにつな
がっている。

趣味や教養の向上を目
的とするとともに、楽しく
充実した生活が送れるよ
う、仲間作りの場を提供
する。

小計

い
き
が
い
づ
く
り

、
教
養
講
座
運
営
事
業

1
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H24
年度

H25
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

趣味教養の教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

はなまる編み物教室 15 12 第1金曜日 11 111 12 120

12 － － － － 11 111 12 120

趣味教養の教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

やさしい川柳教室 15 24 第1・3月曜日 － － 24 70

24 － － － － 0 0 24 70

趣味教養の教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

園芸教室 20 4

4月23日
9月3日
12月3日
3月4日

3 58 4 85

4 － － － － 3 58 4 85

172 － － － － 143 1,684 172 2,152 －

運動教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

レッツトライ整体操教室 15 11
第1・3月曜日
(4月～9月)

23 275 11 108

レッツトライヨガ教室 15 11
第1・3月曜日
(10月～3月) ― ― 11 101

22 － － － － 23 275 22 209

運動教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

元気印健康教室 15 10 第2月曜日 12 172 10 101

10 － － － － 12 172 10 101

健康増進や体力作りを
行うことによって、自立し
た生活が維持できること
を目指す。

小計

自
立
生
活
維
持
支
援
事
業

4

レベルに合わせた指導と、編みたいものを講
師の持つ大量の資料から、各人が選ばせても
らえることもあり、また、実用できるものを作れ
るため、喜ばれている。長年受講の方が多く
なり、新規参加者が気後れされることがある。
新規参加者も参加しやすい教室になる工夫を
講師と考察中。

趣味や教養の向上を目
的とするとともに、楽しく
充実した生活が送れるよ
う、仲間作りの場を提供
する。

小計

3

川柳教室は3ヶ月のみの予定だったが、受講
生や講師からの要望が強く、年間の教室へ変
更した。ただ、受講人数は伸び悩み、少数で
の開催となっている。

趣味や教養の向上を目
的とするとともに、楽しく
充実した生活が送れるよ
う、仲間作りの場を提供
する。

小計

5

園芸教室は25年度から定期教室として開催。
安価で寄せ植えや苔玉など多彩な内容で行
え、口コミもあって人気が高くなっている。人数
が多くなり、講師の負担も大きくなってきたた
め、受講費、受講人数、内容など、26年度以
降調整を行う。

趣味や教養の向上を目
的とするとともに、楽しく
充実した生活が送れるよ
う、仲間作りの場を提供
する。

小計

レッツトライ整体操は、講師の育休に伴い後
半は休止とした。『体がすっきりする』『無理な
くできる』と、好評を得ている。

レッツトライヨガ教室は、『整体操』受講生から
『体を休めたくない』との強い要望から実施。
元気印健康教室で人気の高かった『ヨガ』を行
い、口コミで参加者が増加。『リラックスできる』
『無理なくできる』と好評を得た。

健康増進や体力作りを
行うことによって、自立し
た生活が維持できること
を目指す。

小計

4 4

体の内・外から健康をサポートし、健康で楽し
い毎日を目指し開催。保健センターや専門講
師と連携を取りながら、実施し、人気の高い内
容を新規教室につなげている。25年度は、ヨ
ガの人気が高く、10月からの『レッツトライヨガ
教室』開催へとつながった。また、近年人気の
『ノルディックウォーキング』は、参加者数と
ポール購入者も増え、地域のウォーキング大
会等への参加にもつながっている。

4 5

い
き
が
い
づ
く
り

、
教
養
講
座
運
営
事
業

1

計

5

5

1
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H24
年度

H25
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

運動教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

簡単筋力アップ体操教室 20 20 第2・4月曜日 － － 20 350

20 － － － － 0 0 20 350

運動教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

バランスボール教室 30 48 毎週木曜日 48 1,352 48 1,451

48 － － － － 48 1,352 48 1,451

運動教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

卓球を楽しもう教室 10 10 第4月曜日 3 21 10 75

10 － － － － 3 21 10 75

運動教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

太極拳教室 20 21 第1・3月曜日 22 306 21 311

21 － － － － 22 306 21 311

相談事業 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

健康相談 － 12 第2水曜日 12 82 12 70

12 － － － － 12 82 12 70

5

自
立
生
活
維
持
支
援
事
業

健康増進や体力作りを
行うことによって、自立し
た生活が維持できること
を目指す。

小計

老人センター利用者のボランティア講師で開
催。サークルのように楽しく参加された。夏に
は児童と『卓球大会』で交流したり3月のトーナ
メントを行うなど、目標を持って、実施できた。
講師の都合により26年度は実施しないが、夏
季休暇中に児童との合同教室に変えて実施
予定。

健康増進や体力作りを
行うことによって、自立し
た生活が維持できること
を目指す。

小計

講師の懇切丁寧な指導で、口コミから受講生
も増え、また、男性受講生がいる唯一の教室
として、人気も高くなってきている。

『もう少し運動量の多い教室を』との声から、
24年度開催教室に変わって、新規開催。
リズム体操や筋トレ、ストレッチなどを楽しく実
施。楽しい掛け声や分かりやすい運動で、楽
しく受講できると好評を得、20人を超える参加
者となっている。

健康増進や体力作りを
行うことによって、自立し
た生活が維持できること
を目指す。

長年継続教室で人気が高く、キャンセル待ち
が多数ある状況。講師の目配りや声掛けも細
かくあり、安心して体調に合わせた運動ができ
るとの喜びの声をいただいている。

健康増進や体力作りを
行うことによって、自立し
た生活が維持できること
を目指す。

小計

小計

5 5

4

4 4

包括支援センターの職員
(看護師)による健康指
導・相談、介護保険など
の相談。血圧測定を行
う。

小計

利用人数は少ないが、定期的に開催するこ
とで、包括支援センターとの顔つなぎとなり、
また、介護や健康の不安を気軽に相談でき
る、と継続利用される方も多い。実施時間が
入浴終了後ということもあり、参加者が減少
してきたため、26年度から午前中に変更す
る。

4 4

1
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H24
年度

H25
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

その他の新規教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

男塾　料理お試し編 8 1 2月14日 － － 1 2

スマートフォン教室 20 4

6月21日
6月28日

11月20日
11月22日

－ － 4 88

4 － － － － 0 0 5 90

147 － － － － 120 2,208 148 2,657 －

定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

ふれあい滝呂湯＆流しそうめん － － 7月26日 1 228 1 156

0 － － － － 1 228 1 156

定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

燦燦まつり － － 10月12日 1 117 1 322

0 － － － － 1 117 1 322

定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

ふれあいまつり － － 3月8日 1 326 1 256

0 － － － － 1 326 1 256

多
世
代
交
流
事
業

4 4

自
立
生
活
維
持
支
援
事
業

子ども・高齢者・障がい
者等誰もが参加できるよ
うな事業を開催し、多世
代交流や利用者間交流
を図る。

計

小計

児童センターとの合同事業。また、うさぎの会
に協力を仰ぎ、本物の竹を使用した昔ながら
の流しそうめん。
熱さ対策で実施場所を屋根下に変更、『流れ
る麺が速すぎて食べられない』という意見か
ら、竹を器にして氷と素麺を入れた机上固定
の「流さないそうめん」を新規設置、高齢者や
未就園児の参加増につなげた。
昨年とカウント方法が違う為、人数に差異あ
り。
保健所規定改定に伴い、26年度は内容を変
えて実施予定。

敬老週間に変わり、多世代交流事業として実
施。暑い時期を避けて10月に開催。教室発表
やマジックショー、児童センター一輪車クラブ
のステージなどに加え、飲食物販売を新たに
加えたことで、参加者増につながった。老人セ
ンター利用者に調理・販売・司会等をボラン
ティアでお願いして、高齢者ボランティアの発
掘にもつながった。

一輪車クラブやセラリーナの演奏会、岐阜の
キャラクターミナモのパフォーマンスと、バ
ザー・飲食物等販売や遊び・工作のコーナー
を設けて開催。児童センター、老人センター利
用者及びサークル等にほとんどのコーナーの
ボランティアスタッフをお願いし、地域交流事
業と、高齢者ボランティアの発掘としても有意
義となった。

子ども・高齢者・障がい
者等誰もが参加できるよ
うな事業を開催し、多世
代交流や利用者間交流
を図る。

小計

4

小計

5 4
子ども・高齢者・障がい
者等誰もが参加できるよ
うな事業を開催し、多世
代交流や利用者間交流
を図る。

5

小計

1

1

男性を対象とした料理教室を単発で企画。5人
の申し込みがあったが、大雪の日となり実参
加は2人となった。区民会館も含め、滝呂地域
で男性対象の料理教室を開催したことがなく、
『男子厨房に入るべからず』といわれる方も
あったが、興味を示される方も多数あった。26
年度から正式な教室に変更。
スマートフォン教室は、3センターともに期間を
ずらして実施。人気が高く募集以上の参加者
が、市内各地から男女とも集まった。受講者
からは『楽しかった』『スマホを買った』と喜び
の声も多かったが、『難しすぎる』『携帯も持っ
てないのに』という声もいただいた為、26年度
は時期を見て開催。

仲間と楽しく料理作りを
行うことによって、料理と
栄養に関する知識の向

上を目指す。団塊の世代
の男性の趣味教養を高

める。
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H24
年度

H25
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

単発事業 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

卓球大会 － － 7月29日 - - 1 15

卓球大会は、児童センターと合同で実施。児
童対高齢者で、チーム内協力して応援して白
熱し、『来年は勝つぞ!』『来年負けないよう、が
んばって練習しよう』と意欲につながり、複合
施設の利点を生かした交流ができた。

運動会 － － 11月7日 1 56 1 86

運動会は、デイサービス、児童センターと合同
で実施。各センターの特性にあった運動やレ
ベル設定、どの世代も楽しめる競技を対抗戦
で行い、『幼児の頑張る姿がかわいかった』と
交流を楽しんでいただくことができた。

花もち作り － － 12月19日 1 37 1 35

花もち作りは、サークル『さくらの会』にお手伝
いいただき、児童センターと合同で実施。花も
ちの起源を子どもに教えたり、幼児連れ親子
の手伝いを高齢者の方が行ったり、『もう自分
の分はできたから』と、乳児を代わりにおぶっ
てあやす姿などが見られ、十分交流ができ
た。

節分豆まき － － 2月4日 1 83 1 111

節分豆まきは、うさぎの会が主体となり、滝呂
保育園・児童センターと合同で開催。園児との
交流を毎年楽しみにされる方も多く、貴重な時
間となっている。

伝承遊び － － 3月27日 1 32 1 44

0 － － － － 4 208 5 291

0 － － － － 7 879 8 1,025 －

多
世
代
交
流
事
業

5 5

子ども・高齢者・障がい
者等誰もが参加できるよ
うな事業を開催し、多世
代交流や利用者間交流
を図る。

小計

1

計

伝承遊びは、児童センターと合同で開催。老
人センター利用者が、あやとりやお手玉など
の伝承遊びを子どもに教えるボランティアとし
て10人程参加。竹馬等も手作りしてくださり、
『子ども時代に戻ったよう』と楽しまれ、多治見
の50年前の写真集にデイサービスの利用者さ
んと話がはずむなど、各センターと深く交流が
できた。

12



H24
年度

H25
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

出前教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

市之倉公民館
(市之倉地域福祉協議会)

－ 2
6月25日
11月12日 2 28 2 37

グリーンビレッジ滝呂台
（多悠連 愛友会）

－ 1 7月6日 1 32 1 20

TES集会所
(多悠連 百寿の会)

－ 1 2月1日 1 16 1 25

坂上サロン
(ひまわりサロン
　　坂上10丁目お茶の会)

－ 1 10月19日 1 13 1 10

笠原森下センター
(笠原高齢者支援センター)

－ 3
11月7日
1月17日
3月4日

－ － 3 60

8 － － － － 5 89 8 152

8 － － － － 5 89 8 152 －

定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

浴場 － －
祭日と臨時休
館日を除く月
～金曜日

243 9,322 248 11,533

和室・マッサージ器使用 － － 297 5,291 295 6,065

血圧計 － － 297 2,939 295 3,646

土曜和室利用者 － －
祭日を除く
土曜日 49 22 47 10

0 － － － － 886 17,574 885 21,254

0 － － － － 886 17,574 885 21,254 －

1

個
人
利
用

1

4 5

浴場・和室(娯楽室)利用は、24年度太平の浴
場閉鎖及び、笠原福祉センター浴場故障と修
理期(12～3月)なども影響して、利用人数が大
幅に増加し、新規利用者の定着に繋がった。

マッサージ器1台買い替え。マッサージ器・ヘ
ルストロンは、順番待ちがあるほど利用も多く
なっている。

血圧計は、入浴前や毎日の健康管理として血
圧測定を勧め、利用増となった。

土曜日和室利用は、ほとんどがマッサージ器
利用で、ほぼ利用がない。

個人でも気軽に安心して
利用できるような仲間作
りの場の提供をする。

小計

計

5 5

市之倉では、地域社協と協力して実施。毎月
小物作り等をされている為、合同で行う2回に
ついては、体操を中心に実施。若い方から80
代後半の方まで参加されるなど人気となって
いる。車でみえる60代の方などあり、教室参
加につなげることができた。
滝呂台・TESでは、交通手段がなく来館できな
い方がいるため、老人クラブ、児童センターと
協力して実施。『この日を待っていた』と子ども
にお菓子を準備して待たれるなど、良い交流
の場となっている。

坂上サロンは、高齢化から参加が減ったり細
かい作業もできづらくなっているが、『1年に一
回のこの日に元気に参加したい』と普段から
歩いて体力と気力を保ち、待っていてくださ
る。意欲に繋がるよう、継続して実施してい
る。

笠原は、今年度から高齢者支援センターと協
力して隔月で実施。地元の方が楽しみにさ
れ、準備等も手伝ってくださり憩いの場となっ
ている。地域の民生委員も協力し、閉じこもり
がちな方、一人暮らしの方を誘い、毎回新規
参加者も増えている。

教室の紹介をし、利用者
の拡大を図る。また、地
域の、センターまで来る
ことができない方たちと
の交流を図るほか、ひま
わりサロン、老人クラブ
等の支援を行う。

小計

計

地
域
交
流
事
業

祭日と臨時休
刊日を除く月

～土曜日

13



H24
年度

H25
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

施設利用のPR － － 随時 2 48 2 45

0 － － － － 2 48 2 45

0 － － － － 2 48 2 45 －

サークル 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

パソコンサークル － － 第1・3金曜日 25 179 23 213

気軽に真向法サークル － － 第1・4火曜日 － － 22 153

さくらの会 － － 第1水曜日 11 126 11 141

大正琴サークル － － 第2・4木曜日 23 209 22 208

書道サークル － － 第1・3木曜日 24 144 25 195

俳句の会 － － 第2金曜日 12 132 11 118

囲碁 － － 随時 249 1,666 245 1,483

0 － － － － 344 2,456 359 2,511

4

いきがいづくりとしてサー
クル活動をサポートす
る。

パソコンサークルは、3センター教室卒業生が
参加されるなど受け皿となっており、参加者も
増えている。生徒の疑問ややりたいことを反
映して授業を行っている。

真向法サークルは、25年度より、教室から
サークルへと移行。参加者同士で教えあい、
和気藹藹と実施。軍歌など高齢の方ほど馴染
みのある歌を歌いながら、無理ない体操がで
きる、と評判が高い。

さくらの会は、定員が空くのを待っている方も
みえる程人気で、参加者同士教えあい、参加
することを楽しみに歩いてみえる方もあり、生
きがいづくりの場となっている。また、ボラン
ティア活動にも熱心で、イベント時の教室開催
や、手伝いなど積極的に行ってくださってい
る。

大正琴サークル、書道サークル、俳句サーク
ルは、発足から年数も経ち、高齢化による人
数減少があるが、会員募集を行ったり、地域
のイベントや作品展等での発表を精力的に
行っている。

囲碁参加される方々も、イベント時のボラン
ティアや、講師としての活動も行ってくださって
いる。小計

老
人
ク
ラ
ブ
支
援

1

4 4

滝呂台の老人クラブに、『移動老人・児童セン
ター』として伺い、運動の提供と、児童との交
流を行った。（地域交流事業1内『出前教室』に
記載）
その際、サンホーム滝呂のPRなどを行い、そ
の後数回送迎事業を利用して、見学、娯楽
室・教室利用や行事参加をしていただくことが
できた。

老人クラブの事業が円滑
に行われるように連携を
とり支援していく。

小計

計

独
自
事
業

2

4

14



H24
年度

H25
年度

項目
区
分

具体的内容 目標・ねらい
年度評価

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題

分析、自己評価

その他の新規教室 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

きらめきクラブ － － － － 34 260

0 － － － － 0 0 0 0

単発事業 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

介護予防教室 － － 3月19日 － － 1 12

0 － － － － 0 0 1 12

ひまわりサロン 定員 回数 実施日 ねらい
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）
実施回数

（回）
参加延べ人

数（人）

うさぎの会 － 12 第3火曜日 12 959 12 1,020

12 － － － － 12 959 12 1,020

12 － － － － 356 3,415 372 3,543 －

 　　　　　　　「年度評価欄」は、次の内容で記入。　1：取消等を検討、2：不備が目立つ、3：若干不備あり、4：良好、5：期待以上

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「1」、協定書等にない自主事業は「2」を記入。

4

包括支援センターと連携し、『介護保険とは』
をクイズ等交えてわかりやすく話す。介護保険
をどうやって使うか、どこに申請するか、など
知らない方も多く、『なかなか聞けないから良
かった』『もっと敷居が高いと思っていた』との
意見をいただき、有意義な時間となった。

教室の紹介をし、利用者
の拡大を図る。また、地
域の方たちへ情報提供
を図る。

小計

計

独
自
事
業

2

4

継続してひまわりサロン活動をされており、老
人センターは、講師の紹介や、教室発表をさ
せていただいたり、と連携をとっている。月に
一回の会を楽しみにおしゃれをして出かけて
みえる方が多く、情報交換や安否確認の場と
もなっている。口コミで新規参加も、年々増え
ている。地域の団体発表や時期、年代、流行
に合わせた勉強会(おれおれ詐欺や介護保険
等)も臨機応変に行われ、充実している。

季節に合わせた食事と関
係機関・ボランティア等と
連携をとり、身近なテーマ
の講習、演芸等楽しい時
間を過ごしていただく。

小計

5

きらめきクラブは、『滝呂台送迎事業』に合わ
せて新規開催。おしゃべりしながら、簡単な脳
トレや軽作業、折り紙、おやつ作りなど、参加
される方の意見を聞いて実施。気軽に集える
場として定着することができた。

仲間と楽しく料理作りを
行うことによって、料理と
栄養に関する知識の向

上を目指す。団塊の世代
の男性の趣味教養を高

める。

小計

15



滝呂児童センター　事業評価表

ねらい 実施回数 実施回数

乳幼児クラブ 乳幼児 1751

小学生 0

中高生 0

大人 1573

自由参加型事業 乳幼児 242

小学生 4

中高生 4

大人 224

母親クラブの育成と支援 乳幼児 95

小学生 1

中高生 0

大人 76

乳幼児 2353 乳幼児 2088

小学生 9 小学生 5

中高生 0 中高生 4

大人 2365 大人 1873

※乳幼児は親子で来館するため、減少の幅が大
きい。

小計 153 154

　新規事業として、「英語であそぼう」を年3回行っ
た。本土児童館と合同で企画し、講師を招き、本
土児童館で開催した。大変好評なため、平成26
年度は滝呂児童センターのみで、「英語であそぼ
う」を開催する。

滝っ子お話会、親子であそぼう
英語であそぼう、幼児水あそび

③

月1回
程度

14

　児童センターのおまつりや、乳幼児クラブ、毎
月の親子であそぼうなどを通し、母親クラブと連
携を取り行事を行った。平成24年度よりも一層連
携をとることができたため、参加者の満足度も非
常に高い企画を運営することができた。

母親クラブ

4

101

　乳幼児クラブの企画はアンケート結果より、ど
れも好評であった。特に、後期のクリスマス会は
母親クラブと連携し行い、リトミックの講師を招い
たり、皆でクリスマスの歌を唄ったり、楽器を演奏
して楽しめた。今後も、乳幼児クラブと母親クラブ
が連携して事業を企画していきたい。

ベビーズクラブ（０歳児）、ぴよ
ぴよクラブ（１歳児）、ちびっこ
クラブ（２歳児）、キンダークラ
ブ（２歳児）、乳幼児クラブ受付

②

月3回
程度

H24
年度

H25
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

①

各クラブ
月2回
程度

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な活
動に参加できる場を提供
し、育児についての情報交
換や仲間づくりを進めるこ
とにより子育てを支援す
る。年齢ごとの集団での親
子遊び、集団遊びを通じ
て、楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりする
ことによって子育てを支援
する。

4

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 実施日

年度評価

参加人数 参加人数

39

3



H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 実施日

年度評価

小学生クラブ 乳幼児 4

小学生 492

中高生 3

大人 7

自由参加型事業（小学生） 乳幼児 23

小学生 476

中高生 10

大人 1

季節事業 乳幼児 2

小学生 72

中高生 3

大人 27

乳幼児 22 乳幼児 29

小学生 1215 小学生 1040

中高生 21 中高生 16

大人 16 大人 35

多世代間交流 乳幼児 254

小学生 263

中高生 23

大人 601

乳幼児 316 乳幼児 254

小学生 373 小学生 263

中高生 115 中高生 23

大人 919 大人 601

小計 13 14

③

月1回
程度

9

　プレゼント作りは内容によって人数に差があっ
たが、参加した小学生は楽しんで取り組んでい
た。
　リトルコックさんでは、デイサービスとのクッキン
グ交流を行い、参加者やデイサービスの利用者
には大変評判がよかった。

リトルコックさん
新1年生あつまれ！
ぞうきんを作ろう！
プレゼント作り（母・父・敬老）

多
世
代
間
交
流
事
業

1

①

月1回
程度

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりなど
誰でもが参加できる行事を
実施し、地域間及び多世
代間の交流を深め、子ども
が育つ環境づくりを地域ぐ
るみで取り組む。

5 4

小計 139 142

14

　開催したイベントはどれも幅広い年齢層の参加
があり評判も非常に良かったが、例年開催され
ていた餅つきが、衛生上の都合でなくなったため
参加者数が減少した。平成26年度は、餅つきに
変わる企画を計画する。

さくらまつり、笠原ふれあい福祉ま
つり、ふれあい滝呂湯＆流しそうめ
ん会、ふれあいまつり
＜老人・デイサービスとの交流＞
卓球大会、デイサービスとのふれあ
い交流会、ハロウィンパーティ、合
同運動会、花もちづくり
節分の会、花もち作り、伝承あそび

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

月5回
程度

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導し、
自主性や創造性を育て、
協調性を養うとともに障が
いのある児童も共に遊ぶ
ことができる場をつくり相
互理解を深める。

5 5

61

　一輪車クラブは平成24年度よりもクラブ員が増
え、２５名で活動した。ボラキッズは９名で一年間
活動した。６年生が多く卒業して人数も減ってしま
うため、平成26年度には新メンバーの数も増やし
ていきたい。

一輪車クラブ、ボラキッズ

②

月6回
程度

72

　デイキャンプを行う際は、土岐川観察館の協力
を得て、笠原川のガサガサ探険をした。笠原川で
の体験など外出事業はとても評判がよかったた
め、平成26年度も実施していきたい。

あそんじゃおう
バドミントンをやろう！
デイキャンプ

4



H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 実施日

年度評価

一般対象 乳幼児 139

小学生 464

中高生 9

大人 234

乳幼児 84 乳幼児 139

小学生 264 小学生 464

中高生 0 中高生 9

大人 279 大人 234

子どもボランティア 乳幼児 0

小学生 115

中高生 7

大人 0

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 155 小学生 115

中高生 41 中高生 7

大人 0 大人 0

中高生の居場所づくり 乳幼児 0

小学生 0

中高生 0

大人 0

ボランティアの育成 乳幼児 0

小学生 0

中高生 44

大人 0

次世代育成 乳幼児 30

小学生 18

中高生 32

大人 27

乳幼児 30 乳幼児 30

小学生 8 小学生 18

中高生 21 中高生 76

大人 26 大人 27

小計 6 21

③

主に中学校
長期休暇時
年11回

11
　夏休みに中学生ボランティアを募集した。大勢
の中学生が乳幼児や小学生との交流を図り、「ま
た参加してみたい」という感想が多かった。

赤ちゃんとあそぼう
小学生とあそぼう
ちゃっぷん水遊び
ボランティア体験

中
高
生
事
業

1

① 目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接す
る機会を持てるようにする
など、次世代の子育て支
援につなげていくため、地
域に応じた事業の実施及
び中高生等の居場所の確
保に取り組む。

4 4

小計 46 35

0
　特別な行事を設けず、自由来館者への関わり
を充実させた。

②

主に中学校
長期休暇時
年10回

10

　夏のイベントや、児童センターの行事にボラン
ティアを募集し、イベントを盛り上げてもらった。
平成25年度は募集定員人数より集まりがやや少
なかったが、異年齢で交流しつつ、集まったメン
バーで楽しみながら活動できた。

多治見中学校「輝き隊」との連携

　おまつりや行事などの準備の手伝いなど、子ど
も達の自主性を大切にし、ボランティアの場を提
供した。参加者は楽しみながら活動ができた。
　中高生の参加者は【中高生事業】でカウントす
る方式に変更された為減少した。

赤い羽根共同募金
館内の清掃、図書清掃や日常の中
でのボランティア活動

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

1

①

月2回
程度

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア活
動の場を設定し、地域の
子どもたちが、それぞれの
地域で活動できるよう人材
育成を進める。

4 4

小計 63 97

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）
を

対
象
と
し
た
事
業

1

①

月8回
程度

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参加
者を限定しない、日頃、誰
でもが参加できる遊びや
行事を実施し、初めての人
の来館・参加を促すととも
に、参加者相互の交流を
深める。

5 4 97

　作ってみようでは、七夕、クリスマス、ひなまつ
りの季節行事にあわせて工作を行った。
　３月に行った映画会は、乳幼児・小学生の参加
が増え年齢に関わらず皆楽しく映画を見ることが
できた。

あそんじゃおう、作ってみよう、
脳トレ、トランポリン、おもちゃ
病院、映画会、大掃除をしよう！

35

5



H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 実施日

年度評価

相談 乳幼児 63

小学生 2

中高生 0

大人 69

乳幼児 49 乳幼児 63

小学生 6 小学生 2

中高生 0 中高生 0

大人 92 大人 69

地域交流 乳幼児 321

小学生 134

中高生 5

大人 325

児童館相互の交流 乳幼児 130

小学生 426

中高生 8

大人 191

イクメン支援事業 乳幼児 30

小学生 44

中高生 2

大人 71

乳幼児 61 乳幼児 481

小学生 314 小学生 604

中高生 8 中高生 15

大人 148 大人 587

③

2ヶ月に
1回程度

5

　イクメン支援事業のため父親が主な対象となる
が、家族みんなで参加できるよう呼びかけ募集を
行った。野外活動を多くするなど父親が参加しや
すいイベントを企画したため、たくさんの父親が
参加する姿が見られた。父親同士の交流もでき、
評判も良かった。

ガサガサ探険隊
星を観る会
科学工作教室
親子キャンプ

53

小計

小計 45

地
域
の
特
性
と
活
か
し
た
事
業

1

①

2ヶ月に
1回程度

目標回数：12回程度

児童館児童センターが所
在している地域の特性を
活かした事業を実施するこ
と。

5 5

52 67

6

　児童センターから離れた地域へ出向く移動児
童センターを、新しい住宅地であるコモンヒルズ
集会所で年3回実施した。参加人数も多く、特に
乳幼児親子に好評であることから、来年度は更
に回数を増やして実施したい。

移動児童センター

②

月3回
程度

42

　社協の児童館が連携して、体力チャレンジ、子
どもスタッフまつり、一輪車クラブ交流会を行っ
た。一輪車クラブ交流会は、一輪車のプロ選手を
招き、指導を受けた。１時間半の指導であった
が、参加した子ども達にとても刺激になり、館に
戻っても練習に励んでいた。技能もアップし、そ
の他のメンバーに指導する姿も見られた。

体力チャレンジ、子どもスタッフ
まつり、一輪車クラブ交流会

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ
く
り
の
推
進

1

①

月5回
程度

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や関係
機関への相談窓口として相
談を受ける。インターネットに
よる相談受付や専門員によ
る相談の場を設定する。母子
保健推進員・主任児童委員・
保健センター・子育て支援セ
ンターとの連携を図る。

5 4 67

　相談件数は平成24年度より増えた。特に乳幼
児クラブ後の相談者が多かった。入園前の園選
びや、子どもの発達について、また夫婦間での育
児方法の相違など相談は様々であった。今後も
子育て支援の一環として、気軽に相談できるよう
にしていきたい。

・発達相談

6



H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況 平成25年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分

析、自己評価
項目

区
分

具体的内容 実施日

年度評価

自主　事業 乳幼児 71

小学生 46

中高生 32

大人 87

乳幼児 256 乳幼児 71

小学生 328 小学生 46

中高生 35 中高生 32

大人 339 大人 87

  

11

　新規事業として福祉体験を行った。車イスの使
い方や、実際に車イスを体験した。ガイドペルプ
体験では、ハンディのある方の気持ちを感じるこ
とができ、真剣な姿がみえた。
　全館合同で行う赤い羽根共同募金配分金事業
のカウント方式が変更されたため、参加者数は
減少した。

ＹＹスマイル障がい児サロン
障がい児あそびの広場
人形劇観賞
福祉体験

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。

小計 14 11

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し
て
く
だ

さ
い

）

2

①

月1回
程度

4 5

　　　　「年度評価欄」は、次の内容で記入。　１：取消等を検討、２：不備が目立つ、３：若干不備あり、４：良好、５：期待以上

7


